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平成27年度「力ナダ校外学習J実施報告
深津孝之 伸本佳子 熊倉 1~貴 安藤愛 高良正輝
(平成 27年度 1年次担任問)
本稿は平成 27年度に実施したカナダ校外学習について、目的、事前準備、現地で、の活動内容および実路後
に行った生徒アンケート結果から見える成果や課題をまとめたものである。本来このような報告においては、
校外学習を通して身につけさせたい力について、定性的あるいは定量的な評価4IjJを定め、それに基づいて論を
展開すべきものであると考える。ただ、今回のカナダ校外学習が本校にとってはじめての校外学習ということ
もあり、事前学習を含めて具体的に何を行ったのか、という点を中心とした報告となった。また、実際に現地
で、活動してみないとわからない課題等も浮かび上がっており、これらの点をまとめることで次年度以降の校
外学習の改善に資するものと考えている。
キーワード SGH I~I際的視点課題研究校外学習 考察アクティピティ
1. カナダ校外学習の目i均等
本校では弔或8年度(総合特ヰ2期生)から海外校外学
習を行っており、現2年次生までは2'9三次の後半 (12月ま
たは3月)で潟j包してきた。本年度入学生からSGHの事業
の一環として、 I年次においてカナダでの校外学習を行う
こととなった。その呂的は、以下の通りである。
0地球市関空の早期の育成を圏る。
0白文化とは異なる文化との侶人的・直接的な交流を通
じて、白文化ならびに異文化について学びあい、また、
多文化共生への視長を養う。
0白文化とは異なる多様な社会環境・自然環境をイボ験し、
I~際的視野を広げる。
2年次で、行っていた十効ト学習を l年前倒し、 1'9三次で行
うことにしたのは、自的の最初にあげた日郷市民性の早
期育成のため」である。料交では御引こ樹元した経!験のあ
る生徒は少ないばかりか、飛行機に搭乗したことがないと
しづ生徒も多い。書籍やインターネットで得られる知識も
大切であるが、実際に海外f叫競正するからこそわかること
も多いはずである。平成24'9三から平成26年にかけて筑波
大学的属学校教育局を中心として筑波大学F付属学校での
「子どもの国際的資質を育てる実践jについて研究がなさ
れたD この研究によると、材交生徒同般椴外学習によっ
て、外国人への親和性(し、ろんな国の人たちと知り合いに
なるのは楽しい、多くの外国人と友達になりたいと思うな
ど)や自国理境卒(日本人であることを誇りに思うなど)、英
語力(自分の言いたいことを英語などの外国語で表現でき
るなど)などが向Jこしていることが硝言容さhた。ここにあ
げられている項目は国際的な視点獲得の主回礎的素養であ
る。この基礎的素養を2年次後半ではなく、 11:1三次のうち
に育成することは、生徒白身のキャリア意識の形成にも、
また教科科目への学習意欲を喚起する意味でも、加えて 2
年次以降に控えているSGHプログラムに積極的に関わろう
とする態度を育てるためにも極めて重要であると考えた。
また、カナダでの実施としたのは、多文化共生をI~是とす
る国であることが最も大きな理|主である。そのようなI~Iだ
からこそできる学習プログラムを作ることができるので
はないかという期待があったO
2. 実施日程等
カナダ校外学習は以Fの日程で実施した。生徒の希望に
より、 1週間の滞在か2週間のj骨折王かを遡尺できるように
した。
(1 週間グループ}
平成 28 年 3 月 111ヨ(金)~平成 28 年 3 J=J 19日(土)
(2週間グループ}
平成28年3丹1 日(金)~平成 28 年 3 月 27 F-l (日)
1週間ク守ルー プ。が63名、 2週間グループが 92名の参加
で、あった(欠席者3名)02週間グノレー フ。の中から、特に課
題意識のある生徒に対して、課題}idf究の特別プログラムを
用意し、一部1:程 (4日間)を生徒の希望する活動を開き
ながら組み立てるようにした。今回の校外学習全{本(事前
学習、現地での活動、事後学習)の概要については資料 l
を参照されたし 10
3. 事前学習
校外学習に向けた事前学習として主に次の活動を行っ
た。事前学習はキャリアデザイン(毎週土曜日 1，21浪自)
の時間を中心に行った。
[全体に関する学習]
0調べ学習(カナダの基本) iグ、ルー プOJ
カナダがどのような矧蚊を持つ国なのか、その
基本情報について知ることを目的とした。 I~ (地
理・気候・生活など)、歴史、文化、教育、環境の
5つのテーマを示し 5名 1グルー プ。で、それぞ、れ各
テーマを分担し調査し、情報のj羽守を行った。
0異文化ワークショップ「クラス」
実践コミュニケーショントレーナーとして企業
研修などi幅広く活動されている西田弘次先生をお
招きし、クラスごとに3時間のコミュニケーション
トレーニングをおj包した。特にホームステイ先での
コミュニケーションの取り方について、そのit4蒔え
や具体的な態度についてスキノレトレーニングを実
施していただいた。
Oカナダ大使館出出浦義時:年」
カナダ大使館の書記官に来校いただき、カナダ
の魅力、文化の開放などについて其{本的に講演し
ていただいた。
0ホームステイオリエンテーション医科三j
取扱業者である(株)ISAの!践員の方から、ホーム
ステイ先で、の対応について、具体的な事例を出し
ながら説明をしていただいた。
OAIMS留学生交流会「グループJ
AIMS (東南アジア教育大|卦紛蒋加盟冨を枠組み
とするASEAN統合に向けた政府主導の学部生向け
学生交流プログラムで平成25年度より日本が参
加。プログラム参加l[~m克荷は AIMS プログラムに
参加する高等教育機関を選定し、自国からの病室
学生に対ーして奨学金等の財政的援助を行う)の制
度を利用して芳首皮大学に留学している東南アジア
の留学ヨミ約30名を招いて、留学生が取り組んでい
る研究についての紹介や留学生自身のキャリアに
関する話題などを中心にグルーフ。ワーク形式で、交
流会を行った。
0その他説明会など「今均三j
現地で、の活動に演する具体的な注意(バンクー
ノく一市装i1JJ]IJ自主研修に関する注意や講演会時の
月夜装等)や空港での集合、チェックインから飛行
樹苓乗までの手)1慎など一灼均な校外学習の事献旨
導を行ったO
{英語運用に関する学習}
0グループ)]IJ日本文イ七紹介発表会準備「グループOJ
1週間目のクマルーフ。ごとに現地コーディネイタ
ー、およびバディに対して、自分たちの自己紹介も
含め旧本の文化紹介」をテーマとしたプレゼンテ
ーションを実施することとし、そのための準備を行
ったO 発表の詳細については次項にて記述する。
0英語会話集中講講座 fグルー フ。J
出発の 1ヶ月ほど前 (1丹 30、31日)に二日間
全 12時間の英語会話集中調査を実施したG 生徒 10
名にネイティブスビーカー識調1名を配置し、開ト
学習での具体的な場面を想定したケーススタディ
形式で実施した。
{熟題司T究lこ関する学習}
0考察アクティピティテーマ学習丹田人」
考察アクティピティについては次項で詳細を述
べる。事前学習としては自分の選択したテーマに
関する疑問や気づきをもって現地に臨むため、テ
ーマや活動について必要となる基本的な事柄を調
べる個人活動の時間を4時間干却支確保した。
0個人テーマ(課題)設定「個人j
個人テーマについても次項で詳締を述べるD 個
人テーマの設定については、冬休み期間な長期休
業期間を利用してできるだけ、時間のある中で生
徒が考えることができるよう語白書:した。
4. 現地での活動
4-1 考察アクティピティ
カナダ校外学習の中心となるのは、「考察アクティピテ
イJと税寸るグ、ルー フ]IJ活動で、ある口
本節では、考察アクティピティの内容把握をするととも
に、事後に行ったアンケートから生徒の学びやj前足度を見
ていく。考察アクティビティとは 10名組支の材交生徒に
バディが2名、コーディネイタ-(5都市) 1名がグループ
となり行うグループ活動である。 313あるし1は4fヨ聞を1
つの活動単位としている。活動は①事前のデ、イスカッショ
ン、②本活動、⑨反り返りのディスカッションおよび意見
交換の流れとなるように十勘比されている。テーマはそれぞ
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れ1週間組が「音楽・自然Jおよび「音楽・スポーツjの
2f封領、 2避開組は I[!l ・ 1~lj刻、 f先住民文化」、「多文化
主義j、「音楽・スポーツ」の5手1.頚である。 1週間組の生
徒は1つ、 2週間グノレープの生徒は2つの考察アクティど
ティを選択する。
なお、アンケートは当校外学習を担当した(株)アイエ
スエイが帰i主阪に生徒に対して行ったもので、あるO 各項目
4択で回答し、自由吉己主を設けている。
( 1) 1週間組
1週間組は「音楽・自然Jは 36名、「音楽・スポーツJ
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
クラスルー ムでの活動
グリ一体験 .3 
総積極的に参加できた やや積極的に参加できた
鮮やや消極的だった 消栂的だった
27 ~lがそれぞれ溜尺した。なお、「音楽」は共通で、あった I~ 1 1音楽・自然jの活動への積極性
ため、合IRJで、の活動で、あったO
①「音楽・自然j
「音楽」ではアカベラで歌し 1踊る「グリ ~J の若者のパ
フォーマンスを見て、生徒たちも実際に英語で歌い踊り、
英語のリズムを件q惑した。 13然jでは、バンクーパー郊外
のグラウスマウンテンにて、先住民の自得議見の諮:話やシロ
フクロウについてのレクチャ一、スノーシューを履いての
散策が行われた。
生徒たちの活動への積極性については、「クラスルーム
グラウスマウンテンでのレク
チヤーや実際に体験してカナ
ダの自然に対する理解・興味
をj菜まることカ〈できたか
畿とてもよくできた
滋どちらかといえばできた
17.4 
。%20% 40% 60% 80% 100% 
ょくできた
うまくできなかった
における活動Jとして音楽や自然への学びについてのレク 図2 1音楽・自然」の学び
チャーや振り返りは1
答している(図 1)。それに対し、「グリ~{お検」では 7害1]
間支が「積悔的に参加で、きたj と回答しており、自由吉己主
では「体を動かし、楽しむことができたjとあげる生徒が
多くいた。
また、グラウスマウンテンで、の活動における「カナダ自
然に対する週明卒・興味の深まり」は「とてもよくできたj
および「よくできた」を合わせると約半数が肯定的に回答
しているが、一方でもう半数はやや否定的な回答である
(図2)。肯定的な意見としては「自然を感じながら学ぶこ
とができたJ、f日本との違いを感じることができた」など
保験的に学ぶことが出来た点をあげている。しかし、否定
的なものとしては「英語が聞き取れず、理解できなかったJ
としづ回答がほぼ占めており、英語の聞き取りが出来ない
ことから、レクチャー内容や活動内容が理解で、きないとい
うもので、あったO
②「音楽・スポーツj
「音楽jについては上記の通りである。「スポーツjでは、
カナダの国民的スポーツ・アイスホッケーについて学び、
フロアーホッケーやアイススケート体験をした。また、試
合観戦で、の応援グ、ツズ、のfl問えやフレーズを学び、実際にセ
ミプロのホッケーを観戦した。
生徒たちの活動の積極性については、 fクラスルームで
の活動Jはヰ敬が「積極的に参加できた」としているのに
対し、「グリー内験」および「フロアーホッケー・アイスス
ケート例検jは64.30/0が「積極的に参加できたjと回答し
ている(図的。このことから、より{ね験的に学べる活動は
積極的に取り組むことが出来ていると言える。実際に「バ
ディと仲良くなることが出来た」とグリ一保険やスポーツ
を通して現地学生と交流を深めることができた点をあげ
る者が多かったD
また、特に「スポーツjでの学びにおいては「ホッケー
に関する知識・興味を深めることができたjは「とてもよ
くできた」と「ょくできたJを合わせると全員が肯定的に
回答している(図4)0 1試合を観i戦段我したことでで、理解がj深架ま
つ7たこJとの吉δ主も多し 1LO さらにアイスホツケ一はカナ夕マ特
有のスポ一ツで
することで、テ一マに関する知識.輿味を深められたJもほ
ぼ肯定的意見でで、あるが、 14.3%は「どちらかといえばそう
思う」と回答しており、「ただスポーツを楽しくしているだ
けで、あったJと併喝貧だけでなく、知識を付けられるような
内容を欲していた者もいたようである。
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0% 20% 40% 60% 80% 100% 
クラスルームでの活動
グリ一体験
フロアホッケー・アイスス
ケート体験
隣積極的に参加できた
鐙やや積極的に参加できた
畿やや消極的だった
消極的だった
図3 1音楽・スポーツjの活動の積極性
アイスホッケーのレク
チヤー・観戦準備・観戦を還
してホッケーに関する知識・
興味を深めることができた
カナダ特有のスポーツを学
び、実際に体験することに
よってテーマに関する知識・
興味を深められた
盤とてもよくで、きた
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
際よくできた
滋どちらかといえばできた Fょうまくで、きなかった
1~4 1音楽・スポーツjの学び
(2) 2週間組
2週間組は1週間自に f国・国境J31名、「先住民文化J
31名、「多文化主義J31名、 2週間自に「音楽・スポーツJ
30名、 「う自主民文化J29名「多文化主義J22名がi盟:尺し、
それぞ、れの活動を行った。なお、 2選組のうち 12名は、 2
週間自にSG計事業のフ。ロジェクト活動を行ったため、考察
アクティピティには参加していない。本節では、 2週間組
のみが選択で、きた活動で、ある 10'I~境」、「先住民文化J 、
「多文化主義jの3項目に焦点を絞り、その活動の内容把
握と分析を行った。
①fI童 .00境J
i[蛮・国境jではカナダとアメリカの歴史を学び、実際
にカナダ国境を越えてアメリカに入国した。初めて日本
を南{位した生徒も多く、 00と国との関係、 I~境のあり方に
ついて考える機会となったO また、日系センターでは、
戦前、戦後の日系移民たちの暮らしを学び、その後、カ
ナダに移住してきた世界各国(エチオピア、メキシコ、
インド、マレーシア、ルーマニア、ハンガリ一、べノレ一、
イギリス、ハイチ、イラン、タイ(カレン方矢)、フィジィ
の12か国からの移民との交流を行ったO
国境、日系センターでの学びに対して約 8割が肯定J~1
な回答をしているのに対し、移民の人たちとの交流では
fどちらかといえばできたJ1うまくで、きなかったJの回
答が半数を占めている(図5)0 1移民の入と話そうとし
たが、うまく伝えられなかった」といった意見からも、
この結果は生徒たちの英言部軍用力に加え、移民の人たち
の英語力も様々で、あったため、互いにコミュニケーショ
ンをとることが困難だ、ったことが一因として考えられ
る。
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
力ナダ・アメリカの国墳を実
際に体験し、国境について
学ぶことができた
日系センターを訪問し、日
系の歴史などを学ぶことが
できた
移民の人たちと交流し、移
民に対する理解・興味は深
まった
畿とてもよくで、きた 際よくできた
慾どちらかといえばできたごうまくで、きなかった
図5 1庖・国境」の学び
②「先住民文化J
「先住民文化Jでは先住民女性から先住民の暮らし、文
化などのレクチャーを受けた後、ドリームキャッチャー
を作成した。レクチャーにはゲームやダンスも組み込ま
れており、生徒自由言己主にある「カナダや先住民たちが
どういう思いで、文化を伝えてきたのかがわかった」、「ゲ
ームやドリームキャッチャ一作りを通して、先住民につ
いての自然的な考えについて理解を深められたJをはじ
め、肯定的な意見が多く見られる。
次に、ブリティッシュコロンピ、ア大学人類明寧物館訪
問では、さらに先住民文化の歴史を学んだ白。ここでは担
本語での解説を加えたこともあり、全員が「とても良く
できたJ1ょくできたjと回答している。さらに、先住民
の暮らしを開克したフォートラングりーでは、 8割以上
の生徒が肯定的回答をしたが、 6.3唱の生徒が「どちらか
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といえばできたJと回答している(図6)。この「どちら
かといえばできたjの回答には「雨が降っていて、時間
も短くあまりよく見られなかったjといった天候やスケ
ジュールの影響によるものがあげられている。
先住民の女性の話、ドリー
ムキャッチヤーの作成を通
して力ナダの先住民につい
て理解・興味を深めることが
できた
UBC'人類学博物館を訪問
し、先住民文化について理
解・興味を深めることができ
た
フォートラングリーを訪問
し、先住民の歴史などにつ
いて学ぶことがで、きた
総とてもよくで、きた
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
緩よくできた
‘どちらかといえばで、きた うまくで、きなかった
6 r先住民文化Jの学び
@r多文化主義j
「多文化主義jでは、ブリテイツ、ンュコロンビア大学教
授乗松聡子氏による異文化ワーク、ンョッフ。で、多民族・多
文化についてJ学び、イスラム教、シーク教、仏教の明涜
を訪れた。
ワークショップ、イスラム萌涜、シーク寺院訪問にお
いて、 9割以上の肯定的な回答があった。仏教会訪問で
は、イスラム寺!涜、シーク寺院に比べると数値が低くな
るが、 8割以上の生徒が肯定的な回答をしている。(図7)
自由言己主には fカナダ、の仏教と日本の仏教の違し1につい
て考えられた」といった新たな発見を述べたものもある
一方、「大体のことは知っていたJ~ V ¥う意見もあった。
また、 このク、守/ルレ，内~、}白伊-一四-一血白
スラム孝新併走との交流を行つたO そこでは、朝交生活や将
来、結婚などの疑問を直接関く機会となった。
「今までイスラム教について偏見を持っていたなと
感じた」や「イスラム教に対する考え方が変わったjの
意見にあるように、実際の保験や会話が生徒たちに-与え
た影響は大きいようた
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
乗松氏による奨文化ワークシ丑ツフろを受け
て「多民族・多文化jとはどのようなことか
学ぶことができた
イスラム寺挟を訪問し、イスラム今尽に関
する理解・興味が深まった
仏教会に訪問し、仏教会でのB本人の活
盟主について学ぶことができた
シーク寺院!こ訪問し、シーク教に倒する理
解・興味が深まった
際とてもよくできた 綴ょくできた
笠どちらかといえばできた うまくできなかった
1~7 「多文化主義jの学び
4-2 ホームステイ
8 
4.5 
4.5 
今年度のカナダ校外学習では、全ての生徒がホームステ
イを件d践した。ホームステイは、基本的には1家庭につき
生徒二人で害IJり振りをしたが、生徒の希望があれば1家庭
に生徒l人で割り振ることにした。]週間組の生徒 64名
のうち、 1人でホームステイを希望した生徒は3名、二週
間総の生徒 94名のうち、 l人でホームステイを希望した
生徒は17名で、あったO
バンクーパーに到着したおJIヨは全員で、市内のホテルに
宿泊し、翌日の午前中にスタディセンターに移動してホス
トファミリーに迎えに来てもらっ1:_o ]週間組は最終日ま
で、二週間組は最終日のホテノレの宿泊以外は全てホストフ
ァミリーと一緒に過ごした。パンクーノくー到着が金i曜日で
あったため、土曜日のお昼には全員ホストファミリーと対
面し、休日をホストファミリーと一緒に過ごしたコ生存在は
ホームステイの初日から二日続けて、 1同司級生や教員と会う
ことがでで、きないスケジユ一ルで
リ一のお迎えを待つス夕デデ、イセン夕一でで、は、強張った顔を
している生徒が多かったO しかし、それぞれの生徒が日本
からおjコ宝を持っていったり、自己紹介のカード、を作って
いたりし、またホストファミリーも{木民を満i契できるよう
に、ショッヒOンク、、に連れて行ったりしてくれたため、教員
の不安とは裏腹に、特に教員に連絡が入ることもなく、
各々ホームステイの初日、二日目を楽しんだだ、ようで
その後は、英語で、の意思疎通が上手くできず、生徒とホス
トファミリーのボタンの掛け違いがあったところもあっ
たが、スタディセンターでの送り迎え時に、教員が!習に入
ることで、そういった生徒も、時|習をかけて少しずつ、打
ち角卒けることができたようで、あった。
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以下に、事後アンケートの結果を示す一。積撞的に交流で、
きたと回答した生徒は 1週間組で 39.5%、二週間組で
47.3%であり、やや二週間組の生徒の方が積極的に交流で
きた様子が明らかになったO また、告白言己主からは、肯定
的な意見としては、「なるべくリビングにいるようにして、
お菓子作りをしたり、映画を観たり、日本の話しをしたり
して思い出がたくさんできたJI毎日お手伝いをして、自分
の部屋にこもってしまうことなく積極的に話をすること
ができましたJf普段親とするような会話を自然に盛り込
んでいき、失敗もしたが、それなりに出来る限りの交流は
できたと思うjなどが挙がり、ゲームや外出などの機会で
積極的にホストファミリーとコミュニケーションを取っ
ている様子が明らかiこなったO また、否定的な意見として
は、 fもう 1人ばかり百舌せていて自分は話ができなかった
からJIファザーとマザーとは交流できたが、ブラザーとシ
スターとはできなかったJI {可を話したらいいのか分から
なかったJなどが挙がり、二人1組のホームステイで、英
語力に差があった場合、片方が積極的に関われる一方でも
う片方があまり関わることができなし斗葉子Jや、ホストファ
ミリーの中でも特定のファミリーとあまり交流できなか
った1菜子ー が明らかになった。
ホームステイは今回の校外学習の柱である。すべての生
徒が満足できるとなるよう業者と打合せを重ねたが、結果
として阿部むを持った生徒が出てしまったo I不満J~こ共
通していたのは、ホストがコミュニケーションを取ってく
れない、またはビジネスライクで自分たちに関わろうとす
る姿勢がない、とし 1うもので、あったo ~妙ト学習取扱業者選
定の入札段階で、の仕様警にはホストファミリーの選定に
あたって「日本のi中高生を受け入れた実績があり、トラブ
ルがなかったところJということをあげた。ただ「受け入
れた実績」には単に宿泊場所を提供するだけの?姑IJや 2~
3日の滞在を一度だけ経験しているのみのホストもあった
ようである。オ寸交のブOログラムのようにホストファミリー
とのコミュニケーションもプログラムの大きな柱とする
場合には、発注段階からそのことを明確に示し、そのよう
な対応のできるホストのみを選定してもらうようにする
必要があった。このように学校としての基準を前面に出し
てしまうと、選定できるホストが限られる事になるかもし
れないが、そのような場合は学年一斉ではなく分割での実
施も検言村一る必要がある。
日% 10% 2ωも 3ωも 4ω6 Sω'o 6ゆ6 70% 8ω6 9ωも 100%
磁積極的に交流できた磁交流できた躍どちらかといえば交流できた磁あまり交流できなかった
図 1週間組ホストファミリーとの交流について
麟響額野!:な種騒騒額
。% 1C丹ら 2ω'. 30% 40% SO')も 6ω6 7のも 80'7も 90% 100% 
務様径約(こ交流できた覇交流できた騒どちらかとl可えば交えできた瞳あまり交流できおかヮIこ
図二週間組ホストファミリーとの交流について
4-3 グ、ルー フ。発表
先にあげた「子どもの国際的資質を育てる実践Jについ
ての研究の中で、英語で自国文化を紹介する機会を持つこ
とで「自国理解Jが高まる効果があるとしづ報告がなされ
ている。そこで、 3月14日(月)に1週間百のグノいー フQご、
とに現地コーディネイタ一、およびバデ「ィに対して、自分
たちの自己紹介も含め「日本の文イi二紹介」をテーマとした
プレゼンテーションを下記の要領で行うこととした口具体
的に英語を使って発表する機会を提供することで英語の
運用力の向上にも期待した。
発表時間 :30分
発表言語:英語
提示資料:模造紙5枚以内 (PC、PPTは使用しなしす
演示・展示などの資料
発表形式:自由化だし全員が役者jを持ってフ。レゼ、
γ;一る時間があること)
30分の発表を英語で行うというのは、高校1年生にとっ
てかなりハードノレが高い誌題ではないか、という指摘もあ
ったが、発表の方法を工夫しながら自分たちにできる範囲
で取り組むように説明し、 14時間程度準備の時間を確保し
た。発表の企画から資料の準備まで、この時間だけでは足
りないため、冬休み期間や方舟脱却こ{国人でまたグループで
の活発な活動が見られた。
現地では現地コーディネイターへの説明が不卜分な部
分があり、せっかく剰語したにもかかわらず発表の時間を
確保してもらえなかった斑もあるなど、混乱する場面もあ
ったO 明IJ研~It活動につして斜交の希望を働ií:前に伝える
場合その情報は、学校→取扱業者→現地取扱業者→
コーデ、イネイター→各コーディネイターと何人もの手
を渡って伝えられることになる。そのため、「判交の思いj
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が十分に伝わらないことがある。これは海タ材交外学習の宿
命かもしれないが、特に l回目の実施にあたっては、この
ようなことを前提としてもう少し丁寧に準備する必要が
あったと考えている。生徒の事司灸アンケートによると、8害1]
f1J支の生徒はよく取り組むことができたとし 1う肯定的な
回答で、あったが、当封席不足ベ唱束習不足で、あったり、提示資
料を忘れたり、緊張で英語を話すことができなかったとい
う生徒もいたようである。
4-4 課題研究活動
生徒には校外学習を通して、日果題設定、解決策・アクシ
ョンプランの立案、具体的な誠査研究活動、まとめ・報告
書作成とし 1う、縦断:究の一連の流れを備委させることと
した。まず、?縦割f究において最も難しし 1のはテーマの設
定である。テーマの設定は大変難しく、 3年次の卒業研究
を行う場合も生徒が最も顕く部分である。ただ、この顕き
を克服しなければ課越す究は進まない。あえて、この難し
い課題を生徒に課したのは、 2年次に予定されている T-
GAP、それに続く詳品室町r究(卒業研究)への準備のためでも
ある。とはいえ、 1年次の段階で十分に研究につながる課
題を設定するのはやはり難しい。そこで、まずテーマ設定
について3段階のステッフ。を踏ませ、できるだけ研究書お還
に近づけさせるようにした。第一関1皆は、生徒の'=j=Jにある
素朴な疑問や気づきから問題を見つけさせるワークであ
る。この段階で、すで、に研究につながるIDlも習を見つける生徒
もいるがその数は限られており、多くの生徒は「カナダの
00についてj とか fカナダ人は00カワ、「日本の00と
カナダの00との違しリというテーマをあげてくることが
多い。このようなテーマは「知りたいことjで、あって「課
題」ではない、としづ説明を行ったG 確かに矢口りたいこと
も熟題ではある。知りたし 1ことが誘掘になるためには、「た
だ知りたしリというのではなく、その「知りたいことJに
生徒独自の視点がなければならない。第 2~郊皆として「矢口
りたし1こと」を「関室」に近づけるために、なぜそのこと
を知りたいのか、どんな切り口でその知りたいことを考え
るのかというように、知りたいことに何かを追加して考え
るように説明し、テーマの再考を指示した。 i~1伊例F男舛.'Jえばば、先ほど
のテ一マ{伊例夕知列IJで
違和感~Jム、 「カナ夕ダ守人は00カか瓦~~件キ格各勧女好子れし、し 1寸』のとらえ方
~Jム、 「泊i自ヨ本の00とカナ夕ダ守の00との違い~生;奈宗魚、を食べる
宅有視!鬼ii!，}ι主から~J とし 1りつた形で
ピテイと自分の問題意識と結ひ、つけて 1つの訳課品題とする
というものでで、あるが、これは1年次生にとってかなりハー
ドルが高いほ~2 段階の指示を行うときに、第 3 段階の指
示も行った)。冬休み前に第2段階の指示をして、冬休み明
けにワークシートを回収することとした。生徒が提出した
ワークシートの内容を石信悲したところ、苦戦している生徒
が一定平岩支いたため、追加の指導として担任がそれぞ、れの
生徒と面談し個別に指導を行ったO 適切にテーマ設定を行
うことができれば、羽刻泊誌にどのような準備が必要か、渡
航l判こ何をしなければならないか、つまり解決策・アクシ
ョンプランの立案ができるようになる。今回の秘題研究活
動で、はこのテーマ設定に重点をおいて指導を行ったO
テーマ設定の後は、生徒の自主的な活動に任せた。協抗
前に校内でアンケートやインタピ、ュー調査をするもの、現
地ではホストファミリ一、バディ、コーディネイターに対
して調査への協力を求めたり、ショッピンクマセンターペコテ
ーマに関する方債設を見学に行ったり あるし、はブりティッ
シコーコロンビア大学で、大学生に対して飛び、込みのインタ
ビューを行うなど、積極的に活動する4女子が見られた。
帰国後には、 A4用紙で、 4~女の報告書を提出させたO 報
告書の書式や体裁はあまり1丹わないこととした。謝芭研究
の報告書作成は初めての生徒がほとんどで稚拙なものが
多かったが、これについては想定定'された範i閤2韮到E|で
書のまとめブ方7等については、 2年次以降のT-GAPや石弓長研
究を進める中で指導することとなっている。丞;ζ期i3r究を仕
上げた[1寺に、今回の報告書を見返し、卒業研究との比較の
中から自分の成長を実感するものであればよいと考えて
いる。またこの報告書はクラスごとに全員分をまとめてrln.
子とし、カナダ1妙ト学習の成果物の 1っとした。
5. まとめ
カナ夕ダ校外学習はヰ刺司交にとつて初めての行事で
年度となる現l壬4年!ド三次は詞託う子滞二す守i告鎧岩獄f釘雨誤呉しながら|目ヨ襟達}行成1戎文に必必、要と
考えられる活3弱動封訪]を行つてきた。プログラムは事前学習をは
じめたときにしっかりと決まっていたわけではなく、事詰前i白] 
学習をしながら現地でで、のブプ。口グラムをつくつていくとい
う矧イ付?業で
め基本的生活習慎や{体本力までで、)を考届怠:した活弱動jとしレyな:旨丈けれ
ばならないため、その分当初の予定とは違ったり、新しい
指導が必要になったりと、取り組み全体にまとまりがなく
なるという状況もあった。
校外学習の目的は、①地球市j羽生の早期の育成をIZlる、
②白文化とは異なる文化との個人的・直接的な交流を通
じて、自文化ならびに異文化について学びあい、また、
多文化共生への視点を養う、③白文化とは異なる多様な社
会環境・自然珠境を{楠~し、国際的視野を広げる、である口
今回のブOログラムがこの目標を達成するものになってい
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たか。生徒へのアンケート結果から振り返りたい。まず、
多くの生徒 (95%)が校外学習に対して積極的に取り組む
ことができたと言平価している。指導、引率した教員として
も、生徒達は事前学習の段階から教員の指示を踏まえて、
よく活動す一ることができたのではないかとf平価している。
またこの校外学習が今後自分にとって役に立っと考えて
いる生徒も同様の傾向である。 自由言改Eをみると役に立つ
分野として英語の学習に対する言葉が多く見られたD この
影響かどうかはっきりと検証できてはいないが、毎学期実
施している英語能力関実について、1年次3学期(慨踊甘)
と2年次I学期末の結果を比較すると大きな向上が見られ
た。校外学習全体を通しての満加支についてもほとんどの
生徒が満足だ、ったと回答している。自由記剖こは新しし、文
化を知ることの喜びや、外国語を使ってコミュニケーショ
ンを取ることの楽しさについての記主が多く見られた
先にあげた3つの目的のうち②と③については概ねその
呂的を達成できたと考えている。②の「多文化共生の視Iえ
を養うjという点については、校外学習のフィールドとし
てカナダをiL~)ミしたことは期待通りで、あった。例えば、一
緒に活動してくれたバディやホストファミリーはそれぞ
れj吹米系、中華系、南米系、アラブF系など絞々なバックグ
ラワンドをもっ人々で、あった。身近にそのような方々と交
流を持ちながら砂刊彦や生活をすることができたことは、生
徒にとって違いを認める大切さを考える貴重な機会とな
ったD
一方、①の f地球市氏性の早期育成Jとし1う点について
A:iI0f面するためには、そもそも「地球市民i也とはどのよう
な資質をいうのか、ということを定義しなければならい口
この地球市関空とは何か1つの能力や態度のことを指し
ているのではなく、例えば「生きる力jとか「国際的資質J
と向じように、多くの能力や側面を網羅的に指し示す言葉
であると理解している。その多くの能力や態度の中で、こ
の校外学習においては、コミュニケーション力の向上を目
指した。これまで学習した英語を使った積極的なコミュニ
ケーションを行うことはもちろんである。ただそれだけに
とどまらず仮に言葉が通じる場面が少なかったにしても、
親、兄弟姉妹、教員、友達以外の多くの人たちとの交流を
通して、人とつながることの楽しさや知らないことを知る
ことへの欲求を付唄3できたか、また社会の一員として自分
に何ができるのかについて考えることができたかどうか
について生徒アンケートの自由言己主をもとに評価する。英
語の学びに対して多くの生徒がコメントを寄せている。英
語を単に勉強しなければならないもの、というとらえ方で
はなく、コミュニケーションツールとして考えることがで
きるようになったという意見である。また、様々な経験を
通して、日本にいるときには考えなかったことも考えるよ
うになった、意識が変わったとしづ意見も多数あったO 先
に校外学習の満足度が高いというアンケート結果につい
てあげたが、これは今回の校外学習が多くの材教キ経験を
する機会があったこと、それらを通して自分自身の変化を
実感できる活動で、あったことがそのような結果となった
と考えている。一方で社会の一員という自覚が向上したと
し1う内容の言己主はほとんど見られなかったO 考察アクティ
ピティにおいても、個人と担会とのつながりを意識したま
とめなどが行われなかったのが要因として考えられる。た
だ、英語を使って自分と社会を結びつける考察を含めた授
業を行うには相当の英語力が要求される。現地の活動だけ
では十分で、なかっfらこれを補うためにも帰国後に振り返
りの授業の中で取り上げ、生徒の考察を深める活動を行う
べきで、あったと考えている。
本来、巨的が達成されたかどうかの評価は、教員側にそ
れを測定するための定性的あるいは定量的な価値があり、
その価値に基づいて現地での生徒の行動の様子を逐次記
録しその3平価をしたり、自由言己主にかかれている言葉をテ
キストマイニングなどの手法を用いて分析したりするな
ど了寧な考察を必要とする。今回の間屈は教員の識見と生
徒のJ謝52を材料としたものであり、客観性に欠けるといわ
ざるをえなしL今回の校外学習は初年度ということもあり、
活動フoログラムをっくりながら事前学習も同時に進める、
また現地においてもスタップにこちらの意図が伝わって
おらず、修正をお願いしながらプログラムを進めた。この
ようなことから校外学習が生徒に対してどのような変容
をもたらすのか検証することまでを見通した計画を立て
られなかったことが、このような報告の形となってしまっ
た原因である。次年度以降、カナダ校外学習の裁賓を積み
上げるなかで、校外学習のプログラムの教育的な影準時効
果について少しずつでも明らかにされていくことを期待
したい。
最後に4汐ト学習の具{本的桜子程表を資料2としてあげる。
この行程表も出発の1週間前に確定したものである。
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{資料1] 
カナダ校外学習概要
《事前学習》
全体に関する学習
課題研究に関する学習
》考察アクティピティテーマ学習「偲人j
》億人テーマ(諜題)設定「個人j
》調べ学習(カナダの基本) rグループJ
》異文化ワークショップ「クラスJ
》カナダ大使館出前講義「学年J
》 ネームステイオ1)工ンテーション 「学年J
)> A IMS交流会「グループJ
》その他説明会など「学年j 英語運用に潤する学習
》グループ男IJ日本文化紹介
《現地の活動》
《事後学習》
発表会準備 fグループJ
》英語会話集中講講座「グループj
》考察アクティピティ (3日間 1活動単位)
》グループ男IJ臼本文化紹介発表会
》個人テーマに沿った謡査研究
》ホームステイ
)> UBC研修 (2週間グループ)
〉ゴードン内部氏講演会
》バンクーバー市内研修
報告書の作成
〉 個人テーマ(諜題)に関する報告書書作成
》報告蓄をもとにした発表会
※報告書はA4用紙4枚 臼本語または英語
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{資料2]カナダ校外学習行程表
日付 時間 l
一
12:30頃
11.N'sr 
16:30 
17:00 
19:00 
17030  
8.30 
12.~柏Y -1190338 0 
11:00 
パλ
4台・
1遡隣組163PAXI 2週間総①181PAX)サ2週間総③112PAXI 
スポーツ・官癒 | 自鍛・音楽 事文化主績 | 先住民文化 | 揺・隠境
S岡市&M usic I Natu問&陥usic Multiζul知re Flrst Naticns Nikkei Border 
f9 x 3GRP) (9 x 4GRP) {3GRP...1O.10.11) (3GRP...9.1O.11) I (3GRP...10.10.11) 
10:35 JLIこて到積。 10:35JLにてj;1踏.
パスにて7.'iIンレー パー ヲへ 'J(λにてス世ンレ-/¥-')へ
向古う。 1 向かう肉
10:40 ACにて日l盤 I 10;40 ACにて担!務。
パスにてス'iIンレーパ-'Jに向かう i パスにてスタンレ-/¥ー?に向かう
スヲノレー，(一つにて自由行動 120-30分 !~I.世} スヲンレ-，¥ーウにて自由行動120-30分程度}
ガスタウ:"1こて隊撤.
HI別行酷でホ予ルへ
1スタウ:"1こて間車 ガスタウンにて鈎JIl. ガスタウJにて跨JIl.
回以i行動にてホ予ルヘfi制行動でホテルヘ i 回嗣行動にて*子"へ
ホテル予エックインe
緩を畳けlllIリ‘各障担へ時間.
ご鎚闘ったところで臨場のもとレストランf幽IJ:Jに向かい設II!.I子ーマご』一_.一、一，
守鶴押田-:Jr_~.l:~，1)"(>崎両事羽田ア?っンス.食事時了後食へ終わっ1ニテーマごとにホテルに E君主ョーと芯 !90Q!: でにはしスト弓ンヲ与出
，再釘
7:30- 告白羽虫 1@1隙のホール) 7:45- 各自朝宣1@1階のホール}
ゴードノ氏のi講演1@1階のホーJ叫・
ホ予ルチェックアウト
4古 iパス引ームステイヱリアl:ft.)fJ'Lいでいス子川向かいjパスでホームス予山吋h小社 |パスでホームステイI'Jアに向かい肌
{テーマごと) 1 ま1 ます l 
2巡目前総12l112PAX)
-----------つ~
12∞1 mストフγミリー也円札ホームス予イ開始 1 ホストファミリーと到凪ホームステイ聞拍
13.hobr 1 1 ホストフγミリーと過ごす
T.M 
14.h伯『
立牛Ll!.凶盛札Zム三且
豊&ぷ批♀皿lli
bu8ruakげ'lQGlInlO
"'級g_によるフレゼン
Jょ金と~.~ー由 V'ノスン
T/C:4 Buddv: 2人 x4
畳.S...rnI比五回担工
Ico BroaklngG':1市 6
lA板1:1こJ:?":fレゼJ
d;;sとオーダーのレッスン
TIC:3 Budd....: 2人 x3
畳~♀皿注工
に冶BroakingGame 
W~岨まによるフレゼン
お金とオーゲ一日レッスン
τIC:3 Buddv: 2人 x3
畳呈瓜血五四担工
ice8r6<1kingGame 
tえ眠まによるフレゼン
お金とオーダーのレyスン
T/C:3 Buddv: 2人 x3
E呈凶血♀且注工
Ice slOaklngGame 
"'板まによるフレゼJ
お金とオーダーのレッスン
PM I G古 ILocalMalt訪問 Local M1!I1紡i!il*パλ2台 ILocalMallVifl:lI LocalMall訪問 LocalMall訪問
T.M 
15.h匂r
PM 
T.M 
16ゐlar
PM 
T.M 
17れ伯f
PM 
工L.M...f!.U.単位Zム旦.a 1IC:4 Budd.，: 2人 x4
畳.S...rnI工♀盟国 陣&岨込阜皿lli
を史由帥世パディと外海聞でスボーi取め幼官
1古 iッ 10酷について学ぶ
6古
散とうずンス
ヅ')一体強
1I~血ム.J.l:..旦立
-SturtvC':..ntorト冊幅併出}
ホッケーについて学ぶ
バディと体湾曲でフロアホコケ
1330-14307イススケート
ホッケー観戦の5Ig'H~ge作成
1730-2100ホyケー観戦
τ/0:3 Buddv:2人 X3
ブ口ヴラムのまとめ
~!1l発議会
Thanh. yOlJカー ド作成
T/C:4 Buddv2名 x4 
グラウスマウンテン
※パス2台
IlG:"Hu~^てヌ可
ブロダラムのまとめ
感想先理会
Thar，k yOlJ力ー ド作成
T10:3 自udd"ム 2人 X3
T/C:3 Buddv: 2人 X3 [ftSutdv Cent・r
畳.S...rnI弘ぷ患瓜虹 |先住廷の特徴を学ぶ 1110:3 Buddv: 2人 x3
事文化主訟のワーヲンヨyフ カナザとアメソカの密境開駿.，
b，並松胞子 i先住民女性からの術導でド
T/C:3 Buddv: 2人 x3
4草々な宗教路設肪Ifl
イコミラム者君主4
仏教会
シーヲ較的脅絵
T/口・3Buddv:2 x3 
ブ口ヴラムのまとめ
感想央競会
スポーツ・官議
Sp。同s&Music
(3GRP.. .10.9.10) 
リームキャッチヤ一作成
TI C:3 B uddv:2人 x3 
UBC人政学1時物館訪問!
フォートランヴリー訪問
TIC:3 Buddv:2 x 3 
ブ口ゲラム(J)まとめ
感想発盟会
先住民文化
First Nations 
了IC:3Buddv: 2 A x 3 
日系センヲー訪問叫
む凶L阜豆瓜虹
移民についての学習幽移民の
人たちとの交流・5
工L主主且M且駐え旦立
ブログラムのまとめ
感想央表金
書文化主磁
Muitiζulture 
(2GRP...l'.ll) 
濁境
Environment 
(lGRP...6) 
9:00 1900 I 一一寸2男一ー
(3GRP.斗0.9.10)
μJ;a 
異文化
Japanese 
己GR己ι6)
工L主且
スタディーセンヲーに集合。 Iスヲディーセン'iIーに集合.
A1.1 空港へ向けて出発 i空港へ向けて ti~最
18.MH ー一一一--l 2台噌3由・
P1.1 I I 13:40 I正出へ向け出先 113:40 I記飴へ向け出発
19.h匂r 1630到覇‘解散
20札伯f
21-hobr 3"'2台
T.M 
22-lvbr 
PM 
四日池
24-恥匂g
25札匂r 3台・
26.kobr 3台，
27-N句r! ~5:25 
UsC肪開
r.ctw intcr¥ll(，'渦 ActlVltle!>
.11430-!140 
ホy勺ーについて学ι阻戦'"鋤 E 
143:0 VBC出免「研修地へ向かい正す11430 U8C出先一副修地へ向か"・'"時e作1ま)lfi'UsCroom I i いまV1930-2'200 ・
ホy今一眼駐 w/UBC!]IJ出》
ホストファミリーと過ごします.
ホストファミリーと渇ごします@
す/C:3 Buddv:2人 X;!_ 立主主主以血よム主主 P/C:2 Buddv:2~)( 2 
くパンウーハ一般光くパンウーパ 観光 1<パンヴ パ 般光 IE眠組組並ι五組金且.lli.
1)':"パレー・吊'J繕見学 |ウォーターフロント駅にてパス i口 ンズデールキーlこてパス I_ 1且凶血斗
口ーンズヂールキーIこてパス|降車 j降車 i忌凶血怨ι斗油血 |ス世ンレーパーヲ肪IH
降車 |ローンズデ-}Cキーlこてパス iウ才一世一河川駅にてパ7.1出血血畑 110-11.30 Cons…llon Tour 
ウ港ーターフロント駅にてパス i艶車 |難車 1'¥ンヲーパー日本語学位訪問l
集車 iリンパレ ・吊サ総見学 1')ンバレー・吊り樋見学
，¥ーナピ一発術館 |パーナピ 擬係書? IJ¥ー ナピ一義術館 ハンウー〆t一木族舘
Facilitatar: Rhvs Williams 
~.. IFlI!r:ilit・tor:Shiori It。
1030-12泊o
立~似品ム旦立
畳皇瓜血豆皿住[ 11/0:3 Buddv: 2A x 3 
l'金元町セカンダリースクールで臼本 l単且且且~
T10・2 Buddv: 2人 X2 I;~;:';;:.:;':~'c;'_";;'; ';:.;，_~' 11030-1200 1I在学ぶ宝蛙と由主D¥¥.8水路線|
壁土の雄官、パディと体商館で 憧呈叫血♀金位虹
スボツ i先住民の特徴を学ぶ
フロ7ホνケー{予定) 豊釦姐比五皿lli 湾田システム壬学ぶ IFoυ(Scasa.ns Ho凶訪問
書文化主童生田ワーヲショッブ l"'8本食レストラノ | 
by~駐松Jæ干 ~ . -^  ^ ~ ~ .. . 114:00-14:30 1ま00.14:30
l先住民女性からの術導でド散とうfンスの「ヅリ一体験 1')ー ムキヤジチャ一作成
T/C: 3 Buddv:2人 X3 IT/C:3 Buddv:2人 x3
945-1045アイススケート・1IU日C人勉学|書物館訪問
1330-15，0旧
5ピンボー ')ンヴ・2
τ/C: 3 Buddv:2人 x3
畳&品止L♀血且z
フログラムのまとめ
感想発義金
Th3tlh. you card作成
フォートランデリー訪問
T/C: 3 Buddv・2人 x3
畳呈瓜也阜担肱z
プログラムのまとめ
(¥'，惣先強会
Thank yau ctlrd作成
Y/C:3 Buddv: 2λx 2 
4華々な宗教旋I訪問
-イスラム寺院叫
-仏教会
シーヴ教の寺続
T/0: 2 Burldv:2人 x2
畳呈民l.<IY..兵史忽lli
ブロゲうムのまとめ
感想発表会
Thank you card作成
7日 スタディーセJターにS集合a 7.15 スタディーセンターに集合.
スタジオ訪問 IOlympic Oval 
Eo..o.ili坦並ι斗凶且
H・merulkoBuddv:l 
1030-1200 
矢野アカデミー訪問
Mr.Kirn!ltolこよるレヴテャーと
ど之ニ
力ナずでの臼本語教務と新渡 IEocilihltoにShio叶 Ito
戸稲造についてのレヴチャー限必且似;j_
l コーミ関連総数リサイケJ~干ポ
113∞-14∞ l訪問
新渡戸根遺庭翻史学(UBc)IUBCや各施設にてインヲ
14泊0-16泊o 1"ユ
UBCアジアンセンヲ 訪問
Dr.Chauからのレヴチャー
F.Icilit.ator:Rh"s Willi.m. IFtIcilitator:Shiol'"i Ito 
工L阜.:..l.且u出y:1 IIL阜止且且出血i
監~♀皇盛虹 l豊星組民比五盆滋紅
ブ己ゲラム1])まとめ iブロヴラムのまとめ
子ーマに1関するブレゼンテ-1子ーマに制するフレゼン子ー
ション iション
7:15 スタディーセンターに車古.
パスにてferryT肝 minJljニ向かいまぜ. パスにてferryTerrnin..1に向かいます. ハス!こてferryler問団11こ向かいます.
9∞ フェリーにてパンヲー，、一島へ，
10:35 ピクトリア観光
入唱ブッチヤードガーデン
下降 'fウンタウン州諸事堂
日∞ 内相配 GrIUにて盛貴
日∞ フェリーにてパンク-，¥ーへ.
19:30 *手)~チ;t.':;Iクイ....
2000 9虫(@Bar可uetR∞m)
i縄問
9.00 7;x.1)ー にてハンヴ-，¥ー畠へ.
10.35 ピクト')ア観光
入唱ブッチヤードガーデン
下lIiずつンタウン、同絡事態
13田 fire!.ide GriIJlこて昼註
17α3 フェリーにてパンヲ-!"ーへ.
19:30 ホテルチエコワイン.
20∞ 9食(@Bi!l'lQuetR∞m)
消釘
9田 フェリーにてパンクー"ー島へ.
1O:3S ピヲトリア観光
入鳩フッチヤードガ デン
下準 'fウンタウン州陣取:llt
日印 日'"泌eGril1!二て昼貴
17叩 フェリー にてパンク-/¥ー ヘー
目 30 ホ子ルチェックイン巴
20凶 9童(@BanQuetRoα")
消灯
7却 ホテルにて観賞 iア30 ホテルにて~~食 7珂 ホテルiこてWI童
10:30 ハスにてパンワーパー空港へぬかい 110却 パスにてパンヲパ一致、港へ向かい 1 10.30 パスlこてハンヲーパー空港へ向かい
ます曲 |ます。 1ます。
11∞ チエジワイン・セキュワティーチエツヲ III∞ チ:r.':t?イン・セキュリティーチヱンヲ III田 チエツヴイン・セキュリティーチエyワ
13拍 成毘へ肉Itて出発 113.40 成臼へ向けて出発 113岨 成総へ向けて出発
!'I盟、解散
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補足・変更点ハスの割リ撮り
-ホ子Jレのベ7=UI目'I行動的ベアを基
本にパスの割り振り
事1遇制組はレウチャ一郎にスーツケー
スを下に持ってくる。
リイλうム寺院に怜ってし、くお盛子
肉系が入っているもの、肉系の味付け
がしてあるものはNO
叫白系センヲー訪問が追加
・5 移民セン'iIー に銑/1号する代わりに
移民の方をλヲディーセンターに招〈
2週間(21山一時人数由少広いl¥Iuih.
Cultureと伺じハスに
・1!;t古の1関係で、ホ町ノケ の観戦日
が置!I!
'1 アイススケートi畠加
'2ホッケー観駐日の変更により、アヲ
ティピ子ィーの内容が置吏
・3 イスラム寺主主に持ってL、くお亜子
肉系が入っているもの.開系の味付け
がしてあるものはNG
ピヲトソア桜光後、ホテルにテヱンヴイ
，〆
-ホテルの部監翻りを基本にパスの制
リ振りをする
